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１．はじめに

２．ベトナム入国手続き

（１）入国準備

今回の渡航は、特別渡航制度の枠組みを利用してベトナムへ入国するため、事前に現地のコ

ンサル会社へ航空券の発券手続きを依頼しました。2021年2月下旬に手続きを開始し､5月7日

に航空券発券となりましたので、発券まで約2か月半を要しました。また今回は、渡航3日前

にベトナム政府から強制隔離期間延長(14日間から21日間)が発表されたため、隔離ホテルの

延泊手続きが必要となり、直前での変更を余儀なくされました。 

（２）必要書類について

航空券発券に際して準備が必要な書類は、以下の通りです。

①ベトナム入国管理局発行の入国許可証

②ベトナム現地法人発行の招聘状

③隔離ホテル予約確認書

④国際空港から隔離ホテルまでの専用車予約票

⑤ＰＣＲ検査「陰性」証明書（渡航日の3～5日前のもの）

これらの書類を準備した上で、現地（ベトナム）のコンサル会社からANA（もしくはJAL）に

航空券を予約する流れとなっており、日本側から航空券の予約は一切できない仕組みになっ

ています。

現在、新型コロナウイルス感染拡大の影響で海外への渡航に関しては、国によって複雑な渡航制

限が課されている状況にあります。海外への渡航を検討される企業関係者の皆さまは渡航される国

に関する制限や手順について事前に確認しておく必要があります。

また、渡航する国の内外の感染状況の変化を受けて、手続きの手順や内容は随時変更されますの

で、ご自身で最新情報を確認するようにしておくことが肝要です。

今年、当行ではベトナム・ホーチミンに駐在員事務所の設立を予定しています。本プロジェクト

を進めるにあたり2021年5月9日、私はホーチミンへ赴任しました。コロナ禍におけるベトナムへの

渡航についてレポートいたします。
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３．出国および機内の様子

小松空港、羽田空港ともに国内線の方は、ゴールデンウィーク最終日ということもあり、多少の

人出がありました。小松－羽田便については間引き運航されており、コロナ禍でも座席は半分ほど

埋まっていました。

一方、羽田空港の国際線第3ターミナルに移動すると､人影はま

ばらで寂しいものでした。特に、出国審査後の空港内は過半の定

期便が欠航している影響で、ほとんど人影はありませんでした。

羽田－ホーチミンの渡航者は50人程度で、ビジネスクラスの座

席は半分程度、エコノミークラスの座席も空席が目立ちました。 

（３）空港チェックイン

出発当日、空港チェックインに必要な書類は、以下の通りです。

①２．（２）の書類一式

②ベトナム入国ビザ（マルチビザ3か月。現在3か月超のビジネスビザは取得できません）

③医療申告書（渡航24時間前以内にオンラインで実施するもの）

【間引き運航されたフライト掲示板の様子、

｢Cancelled 航班取消｣の表示：筆者撮影】 
【閑散とした空港内の様子：筆者撮影】

４．荷物ピックアップから隔離ホテルチェックイン（※隔離ホテルによって対応が異なります）

（１）荷物のピックアップ

税関手続きの後、荷物のピックアップ場所に

行くと既にターンテーブルの傍に荷物が置か

れているので、そこで名前が呼ばれるまで待

機します。名前が呼ばれたらその場で防護服

の着用を義務付けられます。その後、全ての

荷物と自身に対して、消毒液の噴霧を受けま

す。荷物類には大量の消毒液を噴霧されるの

で、あらかじめ大きめのビニール袋（小職は

90ℓのものを用意)に荷物を入れておいた方が

無難かと思います。



５．おわりに

＜ご注意＞ 文中意見は筆者の個人的見解であり、北陸銀行としての見解の反映ではありません。当レポートは作成時点の経済状況に

基づき、情報提供のみを目的に作成したものです。記載内容については、ご利用者の判断と責任のもと、ご利用くださいますようお願いい

たします。
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（２）隔離施設への移動

その後、予約していた専用車両に乗り、隔離ホテルまで送ってもらいます。車両内は、前の

座席と後ろの座席がビニールで区切られていて､座席シートもビニールで覆われていました｡

ホテルに入ると検温を行い、もう一度荷物と自身に消毒液が噴霧されます。ホテルチェック

イン時、隔離期間中の注意事項について説明を受けます｡

ホテル滞在中は、毎日午前と午後の 2回検温し、フォローシートに記入したものをチェック

アウト時に提出しなければなりません。また、あらかじめ自主隔離期間の滞在先や連絡先に

ついて事前提出が求められます。

さらに、隔離期間中には4回のPCR検査を受けなければなりません。到着の翌日5月10日に1回

目のPCR検査を受けました。「陰性」の場合、検査結果は本人には知らされません。

この期間中は、PCR検査受検時を除いて部屋から出ることは許されないため､モノのやり取り

は部屋の前の椅子を通じて行います。内部から外部へのモノのやり取りはできませんが、外

部からデリバリー、差し入れ等を受け取ることは可能です。当地で有名なGrab､Capichiなど

のアプリを利用してデリバリーフードを注文することもできます。

困ったことといえば、部屋に開閉式の窓がなかったので換気ができないことでした。ホテル

のフロントに事情を説明して､定期的に部屋のドアを開放させてもらうことで対応しました｡

今回､特別渡航制度を利用してホーチミンへ渡航しましたが、両国空港に従事する関係者の皆様､

ホテル関係者の皆様のご苦労は計り知れないものがあると実感しました。また、ベトナム政府の水

際対策への取り組みが徹底していることに感心しました。

新型コロナウイルス感染拡大を巡って世界的に厳しい情勢が継続する中、海外への渡航には、移

動中の感染、隔離期間の予期せぬ延長、現地病院への長期入院等、依然として様々なリスクが存在

しています。こうしたなか、海外への渡航を実行する際には、渡航者ご自身および勤務先企業がこ

れらのリスクを十分に理解し、自ら判断して対処していくことが必要になります。

以上
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